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１．アクセシビリティ指標の概要 

国総研では、「アクセシビリティ指標」を開発し、その

算出手順を示した『アクセシビリティ指標活用手引き

（案）』を平成26年5月に発出した。「アクセシビリティ指

標」とは、居住地から行政サービス施設等が立地する

地点までの公共交通機関による到達の容易性を表すも

のである。当指標の特徴としては、移動に要した時間

のみならず、公共交通機関の運行頻度を考慮した待ち

時間の期待値も含まれていることが挙げられる。また、

算出結果の単位が所要時間「分」で表現され、専門知

識がなくても計算方法や計算結果が理解されやすいよ

うに工夫している。 

２．アクセシビリティ指標算出プログラムの概要 

今般、国総研では、公共交通機関の運行に関する

データを入力することにより調査対象地域の全メッシュ

（100mメッシュ）の数値を自動的に算出できる「アクセシ

ビリティ指標算出プログラム」を作成し、近日中に公開

する予定である。 

プログラムの入力データは、基本的に公開されてい

るものを活用する。例えば、バス停等の施設の位置座

標は国土交通省の国土数値情報から、背景地図につ

いては国土地理院の基盤地図情報から、時刻表デー

タについては交通事業者HPから入手する。各データ

は、基本的に図１のようなインターフェースを用いて逐

次入力することになるが、テキストファイルとして整理し

たものを一括して入力することも可能である。入力方法

に関しては別途手引きを発行する予定である。 

なお、当プログラムを作動させるためには、別途、

GISソフトやデータ管理ソフト等が必要になるが、これら

については、無料公開されているものを活用することと

している。 

このように、入力データやソフトウェアについて特段

の購入準備をする必要がないため、地方公共団体等

においても手軽に計算を行える。 

 

図１ インターフェースによる路線データ入力 

３．算出結果の活用について 

指標の算出結果は、図２のようにメッシュ毎に色分け

されて分かりやすく表示される。 

 

図２ 出力結果（病院までのアクセス）のイメージ 

指標の対象とする施設等については、病院、中心市

街地等が想定されるが、様々な施設を複数箇所設定

することが可能である。また、「乗換が可能となる交通結

節点」を任意で設定できる。 

このため、本指標が病院等の公共サービス施設の配

置計画や立地適性化計画の策定、公共交通網の再編

等の検討に活用されることを期待している。 
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１．はじめに 

都市のコンパクト化は、現下の都市における重要

課題であり、人口減少に伴い、過去の経済成長期に

おいて郊外に拡大した市街地をコンパクトで効率的

な都市構造に転換していくことが急務となっている。 

この場合に地方公共団体においては、生活サービ

ス機能の立地の適正化に向け、これら機能を誘導す

べき地域を示すことが必要となるが、当該地域の設

定にあたっては、わかりやすい形で地域住民に情報

提供を行い、住民の合意形成を促進することが極め

て重要な課題である。 

このため国総研では、都市計画の実務を担う地方

公共団体に対して、このような地域設定の客観的な

根拠を与えるための技術的な支援策として土地適性

評価プログラムの開発を行った。 

２．土地適性評価プログラムの概要 

 土地適性評価プログラムは、国が整備している国

土数値情報や基盤地図情報等の地方公共団体におい

て容易に入手可能な地理空間データを基本情報とし

て利用し、各地方公共団体が保有する都市計画基礎

調査等のデータを用いて、即地的な分析、評価をす

ることが出来るものである。 

土地利用の適性評価の元となる各種地理空間デー

タ（例えば、地形条件、土地利用現況、道路条件、

公共公益施設分布、ハザードマップなど）は、デー

タの空間単位、形式、尺度などがまちまちであるが、

これらを同じ空間単位で比較評価が可能となるよう

に、統一した空間単位（メッシュ）で数量化した評

価値へ変換する手法を開発している。 

本プログラムでは、都市内の土地利用を①居住系、

②集客系、③産業・物流系、④農業系、⑤自然系の

５類型に大分類した上で、土地利用の適性に影響す

る多数の空間要素（地形勾配、土地利用の集積度、

道路条件、アクセシビリティなど）を指標化し、10m

メッシュ単位で計測、点数化し、総合評価を行うも

のである。また、この演算結果を都市計画行政にお

ける利用に適したアウトプットとするために、10m

メッシュ（建物敷地規模相当）のほか、100mメッシ

ュや街区単位へとゾーン統合化して表示することが

出来るようにしている。 

本プログラムを用いて数量化された土地の適性評

価値は、行政判断を支える客観的根拠を与えるもの

となることが期待され、地方公共団体による都市の

集約化の促進に資するものである。 

 

図１ 土地適性評価のフローチャート 

 

  

図２ 居住系の土地適性評価の例 
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